
一般質問通告事項一覧表
令和６年 第１回 倶知安町議会定例会

番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

1 木村 聖子 安全な道路環境整備

の推進を

仕事で滞在する方が多くなり、ゴミステーション利用方法や外国人旅行

者等の交通ルール認識不足が散見されます。特に冬期間は、積雪の影響に

より道路状態は著しく悪化します。

町民保護、観光客の安全を守るためにも安全な道路整備の推進はもとよ

りルール周知の徹底を本町はもとより関係団体含めて広域で推進していく

ことが大切と考えます。

①「一時停止の徹底」および「歩行者優先」の考え方の定着：

特に観光客や短期労働者の方は町内道路に慣れていないために一時停

止標識を見逃す事案が発生

・町民がよく利用する駅前通り、生協付近

・観光客が多いヒラフ交差点周辺（ローソン付近～綾ニセコ付近）およ

びローワーヒラフなどのエリア

②物理的に拡幅が難しいローワーヒラフ外周道路の坂道は道路幅が狭いう

え勾配がきついため、車両事故多発地帯となっている。一部ロードヒー

ティング化や一方通行化等の調査・検証をしてはどうか。

③八号川沿い交差点付近の拡幅：

宅地開発により年々車両が増加し、冬期間は交差点ですれ違うことが

難しく歩行者の逃げ道もない状態になっている。通学路でもあることか

ら早期の改善が必要ではないか。

町長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

2 木村 聖子 住宅施策が急務 令和５年１２月定例会の一般質問において介護人材をはじめとした働き

手不足による生産性の低下や事業規模の縮小・撤退の懸念について見解を

伺った。

働き手の確保は本町の住民サービスの維持や向上には欠かせませんが、

全国的にみても家賃や不動産価格が高い本町においては、住宅確保が最大

の働き手確保策と考え、町長の見解を伺います。

①役場職員確保：住宅手当の見直し、職員住宅改修等で若い職員の定着を。

②高齢者住宅の集約化による住宅管理、交通手段の効率化を。

住み替えの支援の促進、住居修繕費用の拡充

③官民連携による従業員向け住宅地確保の推進を。

町長

3 木村 聖子 新幹線駅周辺と駅前

通りの再整備につい

て

ＪＡ所有の石造り倉庫の取得を断念したことで、新幹線駅周辺の整備計

画の見直しや新たな構想を検討しているのではと考えます。下記の点につ

いて町長に伺います。

①民間開発：以前に民間企業から駅前広場の整備開発について提案があっ

たが、その後他の民間企業も含めて、本町に対して民間開発の話はない

のか。また町からの提案や誘致の考えはないか。

②用途区域の変更：駅および駅前通り周辺は店舗やホテルなど商業地域と

しての需要が高くなると想像する。どのように誘導してより良い開発へ

促すのか。

用途区域変更のタイミングは。

商業地域の騒音対策として防音設備の設置を条例化できないか。

③バスターミナル：国道沿いの停留所にバス待ちの人が溢れた今冬、雪が

降る中屋根のない停留所で待機することは厳しい。国際リゾートとして

次頁へ続く

町長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(3) （木村 聖子）

前頁より

も建物内で待合できるターミナルが必要と考えるが、関係者との協議を

含めた方向性・計画について。

④駅前通り：令和７年より無電柱化工事が行われるが、それ以外の整備計

画が見えてこない。町として駅前通り整備についてどのように関わって

いるのか。

⑤歩道ロードヒーティング：設置した当時と地先の状況が変化した。観光

客も多く利用し、積雪状況によっては車道を歩く人も散見し危険である。

宿泊税等公的負担による整備が必要では。

⑥道路幅・歩道幅：拡幅予定はないのか。また検討委員会では一方通行化

の話題があったかと思うが、一方通行にした場合のメリットとしては歩

行者の安全確保につながる。また路側帯が拡張されれば駐車スペースと

なり、街なかの駐車場不足緩和の一助につながるのではないか。

4 藪中 聡史 旭ケ丘スキー場にお

ける営利行為の管理

について

町の施設である、旭ケ丘スキー場において、事前の許可等なく、個人で

スキー教室等を営業しているケースが見受けられる。花園スキー場では、

スキー場利用約款で、スキー場の許可なく、営利行為をすることを禁止し

ている。

旭ケ丘スキー場においては、他のスキー場のように、許可のない営利行

為を禁止するような利用規程等は定められているのか。町の施設において、

無許可で営利行為を行わなれることのないよう、正しく管理されるべきで

はないか。

教育長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

5 藪中 聡史 イートストリート事

業の事業費と、観光協

会への補助金の効果

的な交付について

ひらふ地区の町所有のサン・スポーツランドにて、観光協会主管で「イ

ートストリート inニセコ」というイベントが開催されていた。

イベントの主管の観光協会については、今年度においては、約 1億 2,500

万円の補助金を町から出しているが、イートストリート事業の事業費はい

くらくらいだろうか。

イートストリート事業の主管は観光協会であるが、多額の補助金を出し

ている町として、補助金の使い道と効果についてしっかり確認し、今後に

生かしていくことが肝要と考える。

ひらふ地区では、駐車場不足も問題となっており、有料駐車場の実証事

業も実施しているところだが、町の補助金費用と効果をきちんと確認し、

町の施設であるサン・スポーツランドの冬場の有効活用方法として、全面

を駐車場にすることも今後は検討すべきではないか。

町長

6 木村 俊一 駅周辺再開発につい

て

新幹線も開通まで後７年となり JR 駅舎デザインアンケート結果では「倶

知安の四季とつながる舞台の駅」が、モダンな外観がこれから成長してい

く倶知安の町にあっているなどの意見から多くの票を集めました。一方、

農協の石蔵倉庫を中心とした再開発計画は、倉庫取得を断念することにな

ってからは町の方針も示されず、都市施設も全く進んでいません。駅舎と

駅前広場・西口は、景観デザイン会議で詳細を話し合っているところです。

町長は、議会の答弁では、何度も「民間企業の参入を歓迎する」と言っ

ていますが、限られた時間を考えますと、より積極的な動きが必要と思わ

れます。

さらに、民間企業が温泉施設と商業施設・ホテルを造る案を提示してい

て、町民も温泉施設を強く要望しています。これについても、「民間参入を

歓迎」と言っています。「高度利用地区の指定、都市計画決定などの手続き

が必要になる」、「交付金を活用した事業として町にも負担が生じる」、「内

容やスケジュールの検討など官民で力を合わせ進めたい」との答弁もされ

ています。

次頁へ続く

町長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(6) （木村 俊一）

前頁より

温泉施設を町が単独でつくるには当然大きな予算が必要です。民間の参

入を歓迎するなら参入しやすい条件を提示されては、いかがでしょうか。

町長は、民間活用をどのようにして取り入れていこうと考えています

か？

7 木村 俊一 インバウンドの状況

について

コロナが感染症 5類になり世界からの来町者が昨年より増え、問題点が

幾つか見えてきました。自家用車の増加に加えてこれにより道道３４３の

渋滞が深刻になっています。

倶知安町は第一駐車場ならびに第二駐車場を立体駐車場にして多くの駐

車台数を確保しようとしていますが、第一駐車場に今以上車を駐車するこ

とは渋滞を助長するだけと思われます。ヒラフスキー場周辺の渋滞に対し

てはハードを作る前にできることがあるのでは！

私の考えではありますが、ひらふ坂の一方通行、アンヌプリ方面への移

動は国道５号線を利用、それに加えパーク＆ライドの熟考などです。

また、JR の運休によりバスでの移動が必要となっているのにバスは減

便、大きな荷物で乗車できないなどと交通状況は悪化するばかりです。

以前町長は、在来線の早期廃止を、と言っていましたが、今の状況を考

えるとバスへの代替で充分な移動手段を確保できるとは思えません。車の

渋滞を回避する方法・手段を早急に設定し、迂回路の看板の設置、インタ

ーネットなどにより周知をしていく必要があります。

倶知安町は、多くの観光客を受け入れる体制ができているのでしょうか。

パウダーを楽しんだ人達にまた来たいと思ってもらえるよう、行き届い

たおもてなしができるよう、交通機関との交渉も必要だと思います。

町長は、どう考えますか。

町長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

8 坂井 美穂 防災-これからの課題 能登半島地震発生により、これまでとは違った課題が見えてきた。

以下を問う。

1．自治体の業務継続計画（BCP）の実効性への課題が改めて浮き彫りに

なったが当町としても検証が必要ではないか。

2．災害に弱い人々が増えているが、支える地域のつながりや消防団員、自

治体職員が著しく減少している。これまでと違う視点での対策が必要と

なるのでは。

3．避難体制の計画のなかで在宅や車中、厳寒期での対応なども十分検討が

必要ではないか。

4．防災会議での女性の登用の状況と防災備品で見直すものはないか。

5．多くの町民に参加してもらえる魅力のある防災訓練の取り組みの検討

も必要ではないか。

町長

9 坂井 美穂 孤独・孤立問題

地域でつながる人材

の育成について

本年４月１日より「孤独・孤立対策推進法」が施行される。自治体に対

し「対策地域協議会」の設置を定めている。「孤独・孤立」の状態にある人

らは困り事や悩みがあっても、自ら言い出せずに追い詰められていくケー

スが少なくない。地域内で生きづらさを抱える人とのつながり、“SOS”を

つかんで支援に結びつける体制づくりが求められる。鳥取市ではこうした

生きづらさを抱える人の“SOS”を地域で早期にキャッチし行政への支援に

つなげていく市民ボランティア「つながりサポーター」を市独自で養成し

ている。このような取組に対する考えや本町としてできる取組を伺う。

町長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

10 坂井 美穂 単身高齢者らの住ま

いの支援について

単身高齢世帯らが賃貸住宅に入居するのは容易ではない。

今後さらに単身高齢世帯が増加傾向にある。暮らしの基盤となる住まい

の確保支援は社会保障の柱の一つ。単身高齢者や障がい者、生活困窮者な

ど住まいの確保の「要配慮者」が安心できる対策が求められるが、どのよ

うにお考えか。

町長

11 小川 不朽 花園育成牧場の整備

計画について

現在、花園育成牧場では盛土の造成工事が行われている。

北海道新幹線トンネル工事掘削土の受け入れが端緒となった事業であ

る。

北海道新幹線二ツ森トンネル（鹿子工区）工事の作業は完了し、羊蹄ト

ンネル（比羅夫工区）工事については令和５年１１月から掘削が再開され

た。

花園育成牧場の工事の進捗状況と今後の供用開始に至るまでのさらなる

整備計画について伺う。

町長

12 小川 不朽 町民に愛される旭ケ

丘総合公園の再構築

を

旭ケ丘総合公園は１９８２年に基本構想が策定され、それを基に現在の

公園として活用されてきているが、時代の変化とともに町民からのニーズ

や環境の変化により、基本構想の見直しが必要として、２０２２年７月に

庁内に『旭ケ丘総合公園のあり方検討会』が設けられた。

本検討会の検討状況について伺う。

町長

13 原田 芳男 能登半島地震で倶知

安町防災計画の見直

しが必要

能登半島地震での地震を受けて倶知安町の防災計画が有効なのかと疑わ

れている。また、原子力防災計画も荒天などの要素も取り入れた計画にす

る必要があります。

備蓄物資や学校も含めた避難ルート、手段などを含め、防災計画を根本

的に見直すことを求めます。

町長

教育長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

14 原田 芳男 町営住宅の空室の早

期入居について

現在町営住宅の空き室は 25棟 49 室になっています。

入居希望者が多い状況ですので入居の促進が求められます。

町長

15 原田 芳男 骨髄ドナー助成事業

の取組を

骨髄提供を行ったドナー本人に対し助成を行う市町村に道が５０％の補

助を行う制度を活用すべきでは。

町長

16 原田 芳男 JR 在来線の存続は必

要

新幹線の札幌延伸とともに JR在来線は廃線としていますが、その代替の

バスが運転手の確保の問題などで暗礁に乗り上げていると聞いています。

新幹線で便利になるはずが不便になることになります。

JR が運休中のバス停は利用者であふれており、たくさんの荷物の収納に

も大きな問題があります。

この問題を解決するには在来線の存続しかないと思われます。

在来線のバス転換の方向から存続へ舵を切るべき時です。

答弁を求めます。

町長

17 波方 真如 倶知安町役場のサー

ビス向上と町民や訪

問者からの評価につ

いて

近年、新たな場所を訪れる際や、特定の場所に関する情報を得るために、

様々なオンラインプラットフォームを利用する人が増えています。

地図情報や口コミ投稿を通じて、目的地の位置情報やビジネス、施設の

詳細を容易に確認することができます。そして公共施設も例外ではなく、

倶知安町役場もこのような検索結果に表示され、本町に訪れる方の重要な

情報源となっています。

また、このようなプラットフォームは世界各国からアクセス可能ですの

で、海外からの訪問者にとっても重要な情報源として役立ち、さらに実際

に訪れた方が新たな口コミを投稿することが可能なため、良くも悪くも情

報がアップデートされていきます。

次頁へ続く

町長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(17) （波方 真如）

前頁より

現在、倶知安町役場に関する Google マップ上の口コミ評価は、近隣の

町村や北海道全体で比較しても著しく低い状況にあります。このような評

価は、町役場への訪問者だけでなく、地域住民や外部からの見方にも影響

を及ぼし得るため、町としてのイメージや信頼性に関わる重要な問題です。

この状況に対し、町は以下の点についてどのように受け止めています

か？

１，評価の現状認識：倶知安町役場に関する Google マップ上の口コミ評

価が近隣の町村や北海道全体で見ても特に低いという事実をどのように

捉えていますか？

２，評価の影響：このような口コミ評価が倶知安町役場、さらには倶知安

町全体のイメージにどのような影響を与えていると考えていますか？

３，対策と改善策：町役場の評価を改善し、より良いサービスを提供する

ために、どのような対策や改善策を検討されますか。

18 波方 真如 町政執行方針より 予算編成の大綱では、「足元の物価高に対応しつつ、持続的で構造的な賃

上げや、デフレからの完全脱却と民需主導の持続的な成長の実現に向け、

人への投資、化学技術の振興及びイノベーションの促進、GX/DX 等の分野

での国内投資の促進・・・」や行財政運営では「町職員の人材育成につきま

しては、町の大きな財産である職員一人ひとりの資質の向上を図り、日々

刻々と変化する社会情勢や環境に柔軟に対応できる職員の育成に努めま

す」とあり、デフレからの完全脱却、人への投資、職員の人材育成に対す

る熱意が伝わってきました。

どのような方法で、これらのことに取り組むのでしょうか

１，物価高対策と賃上げについて：物価高に対応しつつ、持続的で構造的

な賃上げを実現するための具体的な政策や施策は何か。また、これらの

政策が中小企業や地域経済に与える影響についての評価はどのように行

われるのか。

次頁へ続く

町長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(18) （波方 真如）

前頁より

２，人への投資：人への投資を具体化するために、どのような施策を考え

ていますか。

３，職員の人材育成について：町職員の人材育成において、具体的にどの

ような新しい研修プログラムや能力開発の機会を提供する予定か。また、

人事評価制度はうまく活用されているか。さらに、モチベーションは上

司の資質に左右されると言われるがどのようなことを心掛けているか。

19 波方 真如 町全体で考える防犯

対策

コロナ禍からの回復により、本町は国内外から多くの旅行者・工事関係

者・企業社員を迎え、経済活動において大きな賑わいを見せました。しか

し、その裏で、交通渋滞、雪道での事故、飲酒運転、違法駐車といった車関

係のトラブルや、深夜の乗車要求、車両への損害、窃盗事件など、数多く

の問題が発生している現状があります。

これらの問題は、旅行者をはじめ町を訪れる多くの人々に影響を及ぼし、

住民の生活の質にも悪影響を与えています。既存の防犯対策では、このよ

うな問題に対処するには限界があると考えられ、新たな問題が発生する前

に、より効果的な対策を講じる必要があります。

このような背景を踏まえ、町長にお伺いします。町全体として、旅行者

も住民も共に安全で安心して暮らせる環境を実現するために、どのような

新しい防犯対策を考えていますか。

地域ごとの対応ではなく、町全体で取り組むべき施策や政策の具体的な

内容とその実施予定があればお聞かせください。

町長

20 森 禎樹 宿泊税について 宿泊税の導入から５年が経過し、全体的な分析と検証が必要ではないの

か。

令和６年度の当初予算では、導入時の予測を上回る税収を予算計上して

おり、今後においても堅調な収入が見込まれる。

次頁へ続く

町長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(20) （森 禎樹）

前頁より

宿泊税の使途については、特に精査が必要であり、目的に応じた内容と

なっているのか明確にすべきである。

以下、町長に伺う。

①宿泊税を充当できる施策についてのルールは確立しているのか。

②道路、水道などのインフラ整備といったハード面への充当は可能である

のか。可能である場合は、今後予定している事業はあるのか。

③現状において徴収漏れ（申告漏れ）はどの程度あると考えているのか。

また、それも含めた今後の徴収額予測は。

④北海道は定額制での宿泊税導入を予定しており、定率制の本町とでは制

度設計の違い上、徴収代行をする町の負担、特別徴収義務者である宿泊

事業者の負担は計り知れない。負担の軽減に向けて現在、町は道とどの

ような協議をしているのか。

21 森 禎樹 財政シミュレーショ

ンについて

「倶知安町財政シミュレーション」（令和 6年 2 月時点修正版）を基に、

本町の財政状況、及び将来展望を伺う。

①歳入、歳出ともに見込み数値は実態に即した値になっているのか。

②本年度以降、歳入においては寄附金と繰入金の額が大きくなっている。

一般財源と違って寄附金については安定的収入とは言えず、繰入金につ

いても宿泊税基金など使途が限定されているものもある中で、それらを

基にシミュレーションして大丈夫なのか。

次頁へ続く

町長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(21) （森 禎樹）

前頁より

③今後想定される大型（新規）事業費については、概算事業費の想定額が

毎年増大している。令和 5年度の想定と比較すると 9億円増加しており、

起債を含む単独分でも 3億円増加している。今後も更なる事業費の増加

が考えられるが、どこまでが許容範囲と考えるか。（実質公債費比率、将

来負担比率もあわせて）

④財政状況が悪化した場合は、各施策・事業の見直しが必要になってくる。

その場合はどのような基準で判断するのか。特に大型事業については、

縮小や延期・中止もあり得るが、判断のタイミングは。

22 森 禎樹 業務の改善について 定例会の際に監査委員より提出されている「定期監査執行結果報告につ

いて」では、監査の結果において各課に指摘事項が記載されている。

以下、町長に伺う。

①指摘事項については、速やかに改善されているのか。特に契約書などは

間違いや不備があってはならないものと考える。

②他の課の指摘事項を参考に、業務を改善するといった情報共有の努力は

しているのか。

③これらの指摘事項が起きている原因はどこにあるのか。例えば、業務を

行う際（特に書類を作成する場合）の手順、マニュアルのようなものが

存在し、しっかりとした引継ぎができる体制が取られていないのか。

町長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

23 森 禎樹 農業・農村の多面的機

能と景観行政につい

て

農業は農産物という商品を生み出すだけではなく、お金で買うことので

きないさまざまな恵みを我々にもたらしているとされ、それらは「農業・

農村の多面的機能」と呼ばれている。

本町は、令和 4年 9月 1日に景観行政団体となり、令和 5年 1 月 1 日に

「倶知安町景観計画」を策定しました。観光を本町産業の柱ととらえた時、

良質な景観の維持は欠かせません。

農業・農村は、本町の景観を構成する重要な要素です。したがって、良

質な景観の維持には農業・農村の多面的機能を無視することはできないの

ではないか。

町長の見解を伺う。

①本町における農業・農村の多面的機能とは。

②景観行政から考える本町農業の問題点・課題は。

③景観まちづくりを推進する上で考えられる農業施策は。

町長

24 盛多 勝美 村井教育長の総括 教育長任期、自己評価を伺う。 教育長

25 唐澤 隆博 学校給食の無償化完

全実施を行うべき

コロナ危機、食料費高騰の中、本町においても子どもの食の格差が拡大

しています。学校給食無償化はすべての子どもが給食費を気にせず安心し

て給食を食べることができます。コロナ禍以降無償化の自治体が増え、保

護者の経済的負担の軽減や子育て支援を行ってきております。本町におい

ても子育て世帯にとって給食費は決して軽い負担ではありません。本町は

第３子以降無償としていますが、昨今の物価上昇を踏まえ学校給食の完全

無償化を行うべきと考えます。町長の考えを伺います。

町長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

26 唐澤 隆博 文化福祉センターの

エアコン設置を強く

求めます

昨年の夏は記録的猛暑でありました。議会においても多くの議員から小

中学校等へのエアコンの設置要請があり、令和５年度補正予算においてく

っちゃん保育所ぬくぬく、小中学校へのエアコン設置が決まりました。ま

た、次年度予算案においては児童クラブや児童館、保健福祉会館などにエ

アコン設置の予算が計上されています。

一方で、倶知安町の文化活動の拠点である文化福祉センターには網戸新

設工事の予算のみとなっています。文化福祉センターの大ホールほか各研

修室へのエアコン設置を強く求めます。町長、教育長の考えを伺います。

町長

教育長

27 早川 貴士 倶知安町奨学金給与

条例の見直しについ

て

今定例会にて提案された令和 5年度の補正予算にて奨学金の予算が 160

万円の執行残にて計上されていた。

今の子育て世帯は子を町外の大学・高校へ進学をさせる際、非常に経済

的負担が大きいとの声を多く耳にする。

倶知安町の奨学金制度は給与型であり、町長の重点施策の最初に掲げら

れるように、子育て支援の充実のための予算として強い思いがあると推察

する。

しかしながら昭和 59 年に制定された条例では現在は様々な制度上の使

いにくさがあり、執行残が出ていると考える。

他の奨学金制度との併用が不可となっているが今の時代の子育て世帯は

町外学校に子を通わせることは経済的負担が大きい。

他の奨学金と併用を可能にし、また所得制限を撤廃し、学生にとって利

用しやすい制度にすべきでは。財源に不安があるのならばふるさと納税の

教育関連の寄附を財源に考えても良いと考える。

町長と教育長の見解を伺う。

町長

教育長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

28 早川 貴士 予定されている倶知

安 IC 付近に交流拠点

施設の検討を始めて

はどうか

後志自動車道の沿線の多くの市町村では企業を誘致した官民一体の交流

拠点施設を計画している。

その中には温浴施設や道の駅、商業施設を兼ねた計画もある。町民が兼

ねてより願っている都市施設実現のために我が町も検討をスタートすべき

と考える。

例えば旭ケ丘には古くなったテニスコートや解体予定の町営プール跡地

もあり、立地的にも検討に値するのではないだろうか。ニセコひらふリゾ

ートを抱える我が町は企業誘致に関しても優位であると考える。

その他、町民ニーズやどこが適切な場所かなどを明確にするためにもま

ずは調査が必要では。

町長の見解を伺う。

町長

29 早川 貴士 新中区配水池建設計

画について

先日の経済建設常任委員会にて新中区配水池の建屋がパース図にて示さ

れた。建屋の位置が令和 2年に示された第２駐車場での建設配置図とパー

ス図では大きく変わった。

第２駐車場に建屋を含む用地を他への利活用もできず、ゴンドラ坂沿い

に建設することに対し、駐車台数の確保は問題ないか、せっかくの一等地

の町道沿いの町有地にもったいないなど地域住民から強い不満と懸念の声

がある。

以上を踏まえ、以下３点を問う。

①令和２年以降地域住民への建屋位置の変更についての説明はあったの

か。

②建設中、建設後のそれぞれの時期で必要駐車台数や利活用を町として想

定しているのか。

③地域住民から強い反発のある建屋の建設位置を令和 2年の計画通り第２

駐車場の奥側に戻す等の検討は可能か。

町長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

30 古谷 眞司 財政シミュレーショ

ンからのまちの未来

像

倶知安町財政シミュレーション（令和 6年 2月時点修正版）が出されま

した。

大型事業の集中により将来に向けて町財政を大きく圧迫している状況が

伺えます。限られた財源の中での事業の遂行は大変なことと考えます。

しかしながら町民生活に豊かさと憩いに資する事業の一部はめどがたっ

ていません。そこで以下について伺います。

①現在示されている概算事業費は最大値と考えて良いか。

②事業によっては事業内容の見直しを行い、事業費の圧縮を検討していく

か。

③事業期間、事業費未定の事業についての考えを伺う。

④想定の人件費の延びが１％ほどで推移しているが、もっと上げる必要は

ないか。

町長

31 古谷 眞司 歩道除雪の改善に向

けて

本町は全国的にも豪雪地でありながら冬期間の道路環境は大変優れてい

ると考えます。

しかしながら冬期間の観光客の増大、大型バス等の増加などにより、歩

行者、車両の通行に支障が出てきている箇所が見受けられる。特に駅前通

りやメルヘン通り、西 3丁目通りの歩道においては顕著である。また交差

点での堆雪された雪により視界を妨げられるところもみられる。来シーズ

ンへ向けて改善が求められています。

以下について伺います。

①現状をどのようにとらえていますか。

②改善へ向けての動きはありますか。

③沿線住民との協議等は行われているか、または行う予定はありますか。

町長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

32 門田 淳 障がい児支援の拡充

や子どもたちの自立

を目指して

①発達障害などの心身の異常の疑いの早期発見や困りごとなど必要な支援

につなげていけるよう、また、虐待の予防及び早期発見も含め切れ目の

ない子育て支援の拡充について。（町長）

②学習支援員の安定的な確保策は。（教育長）

③不登校支援事業である適応指導教室『談』の拡充について。（教育長）

④今後の支援教育についての思いを。（教育長）

町長

教育長

33 門田 淳 今後も公設で倶知安

地方卸売市場を存続

させていくのか。

公設の地方卸売市場は、倶知安町が敷地（９，９４２㎡）・施設を所有し

ている。施設を使用している卸売業者から使用料を徴収し、それを施設の

維持管理等の財源として特別会計として会計処理を行っている。現在は、

倶知安地方卸売市場の生鮮食品の取扱高は１０年前の４０％から全体の約

３％ほどであり、買受人も平成１３年の８３名から現在９名と減少も続い

ている状況にある中で、昭和６１年に建築されてから３８年が経過してい

る施設をこれまでも毎年修繕を行ってきている。今後、さらに施設設備の

大規模な修繕や更新も必要になる中で次の点について町長に伺います。

①地方卸売市場の近年の実態と財政状況（売り上げから経費を引いた額）

は。

②市場の使用料は、平成２１年度から売り上げの１０００分の６から 1０

００分の３に引き下げとなり、その後、引き上げの案も示されたが、平

成２８年に使用料１０００分の３に下げたまま条例の附則が改正され

た。下げている理由は。引き上げをするべきでは。

③生鮮食品の取扱高、買受人の減少をみても「せり売」が機能していない

のであれば、公設制を維持していく意味があるのか。倶知安町に公共性

や効率性のメリットがなければ、まず公設制を廃止するべきでは。

④この１、２年の間に方向性がしっかりと見えるような取り組みを進めて

いくとの議会での町長答弁もあり、R６年度町執行方針でも「町の施策を

明確に伝え、そして実行すること」とある。地方卸売市場の方向性や町

としてどのように考え進めていくのか。

町長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

34 笠原 啓仁 『高齢者向け住宅』

新年度を建設の第一

歩に

「地域優良賃貸住宅整備事業」（以下「事業」）補助金２１６０万円が新

年度予算案に計上されています。

以下の点についてお尋ねします。

１．「事業」の概要について

改めてこの「事業」の概要についてご説明ください。

２．補助金の内訳について

新年度予算案に計上している２１６０万円の内訳についてご説明くだ

さい。

３．新年度の取り組みについて

新年度を建設実現に向けた第一歩にしたいものです。「事業」推進に向

けた新年度の取組についてご説明ください。

町長

35 笠原 啓仁 『郊外型じゃがりん

号』

本運行の展望はあり

ますか

新年度予算案に「郊外型じゃがりん号」の４回目の実証運行費５５２万

円が計上されています。今後の展望などについてお尋ねします。

１．実証運行の評価について

３年にわたり「郊外型じゃがりん号」の実証運行が行われてきまし

た。その実証運行について総合政策課長は「思ったほどの効果が得ら

れていない」と、先日の予算審査特別委員会で説明していました。

この３年間の実証運行の結果をどう評価していますか。

２．本運行の展望について

新年度に４回目の実証運行が行われる予定です。おそらく最後の実

証運行になると思います。通常、実証運行のつぎは本運行となります。

現実問題として本運行の展望はありますか。率直な思いをお聞かせく

ださい。

次頁へ続く

町長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(35) （笠原 啓仁）

前頁より

３．本運行の展望がない場合について

新年度に行われる実証運行がこれまでと同様に、思ったほどの効果

が得られないかもしれません。その場合は、発想を転換し、躊躇せず

新たな仕組づくりに着手すべきと思います。町長の見解をお聞かせく

ださい。

36 笠原 啓仁 『町住の明け渡し訴

訟』

どこまで進んでいま

すか

今年１月２６日の第１回臨時議会で、町営住宅の明け渡し訴訟に向けた

弁護士費用（委託料）６３万５千円が可決されました。以下についてご説

明ください。

１．訴訟状況について

地方自治体が訴訟を起こす場合、議会の議決が必要です。今のとこ

ろ訴訟議案は提案されていませんので、裁判はまだ始まっていないの

だと思います。現在の状況と今後の予定についてご説明ください。

２．行政報告について

補正予算が可決されてから１カ月以上経ちました。その間に弁護士

との打ち合わせなど、訴訟に向けて何らかの動きがあったはずです。

しかし、今定例会初日の行政報告ではひと言も触れられていませんで

した。

今回の案件に限らず、本町が訴訟案件を抱えた場合は、その状況に

ついて所管委員会のほか、行政報告として議会にも説明すべきと思い

ます（過去もそうしてきました）。町長の見解をお聞かせください。

町長
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答 弁 を

求める者
メ モ

37 笠原 啓仁 『図書施設の整備』

学校図書館の充実を

本町の小・中学校での図書購入費は、一定の基準によって予算化されて

いるとのことです（予算審査特別委員会での課長説明）。

新年度では小・中学校ともに前年度比で減額となっています。減額の理

由はその基準により費用が算定されたためと思います。

そこで、本町での学校図書館の充実に向けて、以下の点についてお尋ね

します。

１．学校図書館について（町長・教育長）

（１）図書購入基準について

小・中学校での図書購入費算定の基準について、改めてご説明く

ださい（教育長）。

（２）各校の予算額について

各校の新年度の図書購入予算額についてご説明ください（教育

長）。

（３）購入基準の底上げについて

基準を底上げし、購入費を増額すべきと思います。どうでしょう

か（町長・教育長）。

（４）図書館での新聞の配備について

各校の図書館に新聞は配備されているのでしょうか。現状につい

てご説明ください（教育長）。

（５）学校図書館の「まちなかミニ図書館」化について

町長任期中での図書館の設置はほぼ無理と思われます。学校図書

館を充実させ「まちなかミニ図書館」として機能させるのはどうで

しょうか（町長・教育長）。

２．司書教諭・学校司書について（教育長）

（１）意義と役割について

学校教育での司書教諭と学校司書の意義と役割についてご説明く

ださい。

次頁へ続く

町長

教育長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
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(37) （笠原 啓仁）

前頁より

（２）司書教諭の配置について

学校図書館法では、一定規模以上の学校に司書教諭の配置が義務

付けられています（第５条第１項）。本町では配置されていますか。

（３）学校司書の配置について

学校図書館法では学校司書について「置くように努めなければな

らない」（第６条第１項）とされています。本町で配置されている学

校はありますか。

（４）本町での配置計画について

すべての学校は無理としても、複数校兼務という形であれば司書

教諭・学校司書の配置は可能と思われます。本町の配置計画・方針

についてお聞かせください。

38 佐藤 英俊 町内小・中校のスキー

授業、遠足について

スキーの町宣言をしている本町は、児童生徒を対象にスキー授業を実施

している。

過日、保護者の方からスキー授業について話を伺った。スノースポーツ

はスノーボード(以下、単にボードと言います)をしており、スキーの道具

は持っておらず、スキー授業のためだけにスキー道具を揃えるのは負担も

少なくない。スキー授業の際は休んでいる児童生徒がいるので何か解決で

きる方法はないものでしょうか、という内容でした。

以上の点を踏まえ次の質問を教育長にします。

１．現在、スキー授業、遠足においてボードでの参加は認められていない

のか。

２．スキー授業の際、教員以外の手伝い(サポートボランティア)は学校単

位で依頼、手配となっているのか。

次頁へ続く

教育長
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(38) （佐藤 英俊）

前頁より

３．教育委員会が中心となり、サイズアウトになった用具の提供を呼びか

け、整理・管理を行い、必要な児童生徒に貸し出す仕組みを立ち上げ

る考えはないか。

４．手伝いを保護者に留まらず本町全体に「サポートボランティア」登録

を呼びかけ、必要に応じ手伝っていただける仕組みをつくってはいか

がか。

５．スキー授業、遠足の実施にあたり送迎のバス確保の現状と課題はどの

ようなものが挙げられるのか。

39 佐藤 英俊 広報くっちゃんにタ

イムリーな折込チラ

シを

河川に油が流入する事故を担当課が処理した旨、委員会において報告さ

れた。判明している原因の一つに灯油ホームタンク送油管のヒビからの流

出があり、町内では家庭、事業所などに多く設置されており、灯油配達業

者も点検はしていると考えるが、積雪期には管が隠れ発見が遅れる場合も

ある。

積雪前、融雪の時期を見計らいタイムリーな月に、環境汚染に直結する

暮らしの備品の点検を促すチラシの折り込みを広報で実施されてはいかが

か。

町長

40 佐藤 英俊 冬季ニセコエリア内

道路注意喚起マップ

作製について

ニセコリゾートエリアは今季、車両衝突、横転事故など渋滞とは別の交

通に関わる問題が顕著化している。事故は運転操作ミス、安全速度を超え

る速度運転など運転者に起因する部分は多いが、悪天候など気象条件に依

る事故も積雪期の特徴になっており、安全な交通環境を確保すべく、でき

ることから早急に整備する必要があると考える。

次頁へ続く

町長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
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(40) （佐藤 英俊）

前頁より

道路管理者、警察などの関係機関と協議の場を設け早期に実現させるべ

きと考えるが町長の見解は。

１．一時停止標識には「止まれ」「止まれ STOP」など日本語表記だけの標

識下部にプレートなどの取付及びマップ内に掲載。

２．路面凍結によるスリップに起因する多重衝突事故などが多発する特定

の道路箇所を示したエリア内道路マップ。

※作製したマップはエリア内宿泊施設を始めレンタカー会社などの協力を

得て配布する。

41 佐藤 英俊 宿泊税を財源とした

事業種別について

観光客の増加に比例し宿泊税も増加している。目的税であることからそ

の目的から逸脱して財源に充てることは当然できないことは理解してい

る。

しかし、当然宿泊税で充当すべきではないかと考える事業に一般財源を

充当していることから、次の事業に宿泊税を充当しない理由を問います。

3款 民生費 1項 社会福祉費 1目 18 節 負担金・補助金及び交付

金

外国人患者通訳サービス事業補助 2,874 千円

町長

42 佐藤 英俊 本町の観光を地域全

体の利益にするため

に

令和 6年度の観光費予算は、前年比較 87,709 千円増額の 331,466 千円ま

で膨らみ、観光協会への補助金は 2億円に手が届く 196,179 千円計上され

た。

増え続ける海外からの観光客の受け入れ整備を中心に多岐にわたる事業

が展開され、本町経済に大きな波及効果をもたらしている。

次頁へ続く

町長
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(42) （佐藤 英俊）

前頁より

しかし、その反面において住民の方々は観光産業がもたらしているであ

ろう効果をどの程度実感として感じているか甚だ疑問に感じている。

観光行政の大切な役割は観光からの経済効果を町全体、全住民がそこか

らの利益を受けることのできる方向を見定め、必要な政策方向づけにある、

と考えています。

以上の点を踏まえ町長にお伺いします。

１．本年 2月 20 日北海道新聞朝刊小樽後志版に、「ニセコの再加速の先に」

のタイトルで取材記事が掲載された。その中に海外のリフト料金と比

較してニセコのリフト料金は圧倒的に安い。リフト料金を海外の水準

に近づけ、集客をコントロールすることも必要。とスキー場関係者の

声を紹介している。

このスキー場関係者の発言をどのようにとらえていますか。

２．現在の事業の多くはスノーシーズンがその中心となり実施されていま

す。これは受入れ環境整備と合わせ、プロモーションも同時進行して

いますが、プロモーション事業の見直しを図る必要な時期にきている

と考えるが、町長の考えは。

３．宿泊税は目的税であることから財源として活用する事業には制限があ

ります。しかしながら、新年度予算には観光客増加に伴うタクシー手

配困難の町民向けタクシー確保事業として宿泊税を一部財源計上して

いることから、今後も観光客の増加に伴い、町民の暮らしに不利益が

生じるケースにおいては、その問題解決、緩和の事業に積極的に活用

してはいかがでしょうか。


